
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 飛 躍
沖縄県立那覇国際高等学校  学校だより 第 10号 

2026年（令和 8年）10月 27日 

校是：右文尚武 

（学業を尊び、部活動にも励む） 

発行者 校長 伊志嶺嘉典 

朝夕涼しくなり、秋の気配を感じるようになりました。気が付けば、２学期も半分以上が過ぎ、共

通テストまで 100日を切り、出願も完了しました。総合型選抜で出願する生徒の模擬面接をしてい

ると、受験シーズンが本格的に始まったことを実感させられます。 

この時期は、本番までにしっかり準備できるだろうかという焦りや学力の伸長に対する不安など、

ネガティブな感情に囚われやすくもあります。しかし、「学問に王道なし」と言われるように、あわ

てず、あせらず、今自分ができることを地道にやり続けてください。不安になったときこそ基本に立

ち返り、落ち着いて目の前の課題に向き合いましょう！ 

また、１・２年生の皆さん、「受験は 3年生になってから考えればいい」と考えてはいないでしょ

うか？もし、そう思っているなら、それは大きな誤解です。大学受験に向けたスタートに早くすぎる

ということはありません。日々の授業や課題の積み重ねこそが、3 年になってからの皆さんの選択

肢を広げる大きな鍵となります。 

よく、「受験は個人戦、しかし受験勉強は団体戦」と言われます。最後は一人で試験に挑みますが、

そこに至るまでの道のりは、励まし合える友人、支えてくれる家族、そして本校の教職員も一丸とな

った団体戦です。これからは、体調管理にも気を配り、全員でこの壁を乗り越えて 

いきましょう。 

 保護者の皆様におかれましては、お子様の可能性を信じ、ご家庭が一番の安心で 

きる拠り所となりますよう、温かい見守りとサポートをお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

10 月 16 日に新人大会および高文祭の推戴式を行いまし

た。種目によって先行開催や既に競技を終えた部活動もあ

りますが、本大会は３年生の引退後、1・2年生が主体とな

って挑む、初めての大きな大会です。この大会で見えた自チ

ームの強みや課題を整理し、次なる目標へ繋げてくれるこ

とを期待しています。 

 

 

 

 

 

選手入場       決意表明      ダンス部激励 

10月上旬、修学旅行で来県した大

阪府立天王寺高校の生徒およそ 50

名と本校の２年生による、平和探究

活動交流会を行いました。 

会では、本校の生徒から沖縄での

平和学習に関するプレゼンや事前学

習を重ねてきた天王寺高校の生徒た

ちとのディスカッションが行われま

した。 

生まれ育った地域や置かれている

環境はそれぞれ異なりますが、「平和

を希求する気持ち」は同じです。今回

の交流で得た気づきや絆で、生徒た

ちが力を合わせて、より良い平和な

世の中を築いていってほしいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推戴式と同日、毎年恒例のワックス作業を行いました。担

当の村田先生から事前にポリッシャーの使い方について指

導を受けた美化委員を中心に全生徒で実施しました。昨年

度はインフルエンザの流行で見送った 

廊下のワックス作業も手際よく進め、 

時間通りに完了できた点は、さすが那 

覇国生だと感じました。全校生徒の皆 

さん、先生方お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 


